
若手未来提言

みえインフラツーリズム 2.0
～インフラの新たな可能性～

県土整備部若手勉強会３期生
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□ 令和５年度の実装状況
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□ 未来への更なる提案
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若手勉強会３期生 活動経緯

提言（R4）「種」

実装（R5）「芽」



１ インフラ施設の観光資源化

２ インフラ空間の活用

３ 快適・便利な受入環境の整備
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実装１ 実装２

実装３

実装４

君ケ野ダム
ライトアップ



概要
狙い 夜間帯の観光促進

スケジュール 令和５年１１月３０日～１２月３日

場所 津市美杉町（君ヶ野ダム）

内容
・広報活動（HP、SNS）
・アンケート調査

（実装１：君ケ野ダムライトアップ）
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〇 来場者数 約７００人（11/30-12/3の延べ人数）

〇 アンケート結果（N=141）
・良かった点：

90％の方が取組継続を希望
実家が美杉町の方から「美杉の良さが伝わって凄くうれしい」

・悪かった点：
ダムを正面から観れるビュースポットが欲しい
外灯が少なく道が暗い

・要望：
合わせてダムの内部の見学もしてほしい

〇 その他
・近隣宿泊施設（火の谷温泉）から来場 → 夜間帯の観光促進の効果
・名古屋の旅行会社より問合せ（2024年にツアー検討中） → 持続可能な地域振興へ

結果検証
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１ インフラ施設の観光資源化

２ インフラ空間の活用

３ 快適・便利な受入環境の整備
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君ケ野ダム
ライトアップ 実装２

実装３

実装４

鳥羽河内ダム
ダムカード



概要

狙い 県外から人を呼び込む

スケジュール 令和５年１１月１日から配布開始

配布場所
三重県志摩庁舎
鳥羽市役所

内容
・広報（プレスリリース、HP、SNS）
・配布枚数、出発地調査

（実装２：「通常版」鳥羽河内ダムカード）
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鳥羽河内ダム(建設中)ダムカード

【建設中ver ダムカード】 デザイン：国土交通省指定のモノ（表：写真、裏：ダム情報）

建設中から作成

いまだけのレア感
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工事進捗に応じ
写真更新

リピート獲得

表面

裏面
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配布実績（約4ヶ月間 11月1日～3月4日） 配布1枚目

５割以上県外

通常版カード配布数

（合計配布枚数=300）

滋賀県
枚

県外

159
県内
141

県外に人気

首都圏からも訪問

東京都
神奈川県



概要

狙い 周遊観光促進

スケジュール ダム起工式に合わせて配布開始（3月23日）

場所 鳥羽市内の観光施設（4箇所）

内容
・鳥羽市観光協会と協働
・各種広報

（実装２：「限定版」鳥羽河内ダムカード）
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表面

裏面

4枚で1セット

収集させ
周遊促進



配布施設
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市観光協会との
協働により実現

市内４施設



１ インフラ施設の観光資源化

２ インフラ空間の活用

３ 快適・便利な受入環境の整備
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君ケ野ダム
ライトアップ

鳥羽河内ダム
ダムカード

実装３

実装４

磯部バイパス
開通イベント



概要
狙い 思い出に残る体験提供

スケジュール 令和６年度

場所 志摩市内（磯部バイパス、おうむ石トンネル）

近年の
全国事例

・トンネルキャンプ（福島県）
・トンネルホテル（大分県）

（実装３：磯部バイパス開通イベント）
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持続可能な仕組
施設管理者（県）

占用主体（市町）

事業スキーム

バンジー会社

他県事例

施設使用契約

占用許可占用申請

岐阜バンジー

・来場者 8,500人/年
・料金 28,000円/回

地
元
調
整
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インフラリスト（素案）
占用可能な
施設を紹介

市町・民間
事業参入を
サポート



１ インフラ施設の観光資源化

２ インフラ空間の活用

３ 快適・便利な受入環境の整備
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君ケ野ダム
ライトアップ

鳥羽河内ダム
ダムカード

磯部バイパス
開通イベント

実装４
サイクル
ステーション



概要
狙い 旅行者の満足度向上

スケジュール 令和５年８月１０日～

実施場所 志摩市内（的矢湾大橋付近）

実装内容 情報看板、トイレ、東屋、サイクルラック

（実装４：サイクルステーション）
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□ 令和５年度の実装状況
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□ 未来への更なる提案
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未来にむけて

提言（R4）「種」

実装（R5）「芽」
未来（R6～）「華」

３つポイント
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ポイント１ 広報戦略

・ターゲット明確に

・適切なツールで

・効果的なタイミングで

３つのTを意識
有料媒体
活用
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ポイント２ 異文化コミュニケーション

継続的な
意見交換

得意分野の
ミックス

観光事業者との意見交換会実施状況（株式会社グリーンズ）

第１回 R5.8

第２回 R5.12



ポイント３ 職員の意識醸成

「伝わる広報」・・・インフラの役割を説明

「担い手確保」・・・インフラを支える仕事の魅力発信し、担い手確保へ

インフラツーリズム×広報

子どもたちの笑顔 仕事への誇り やりがい向上

インフラツーリズム×やりがい

県土整備部におけるメリットを認識
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咲かせよう挑戦の華



□その他事例
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○県土整備部の活動状況「賢島大橋ライトアップ」

【令和4年度】
県ライトアップ × 民間モニターツアー

【令和5年度】
G7交通大臣会合に向け、7色の光でおもてなし


